
卸
売
業

・
売
り
切
り
等

　

ま
だ
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食

べ
物
が
「
食
品
ロ
ス
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
っ
た
い
な
い
ゼ
ロ
へ
！　

食
品
ロ
ス
を
な
く
そ
う

　

食
品
ロ
ス
は
家
庭
や
食
品
メ
ー
カ
ー
、
卸
売

り
、
小
売
店
、
飲
食
店
な
ど
、「
食
」
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

食
品
の
正
し
い
期
限
表
示
を
理
解
し
、
無
駄

な
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
。

・・

　
「
野
菜
の
皮
や
茎
を
活
用
し
た
料
理
」
や

「
余
っ
た
料
理
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
レ
シ
ピ
」
な
ど

の
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
な
が
る
レ
シ
ピ
を
活
用

す
る
こ
と
で
過
剰
除
去
や
食
べ
残
し
を
減
ら
す
。

《
例
》　

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
エ
コ
料
理
レ
シ
ピ
掲
載

・
料
理
レ
シ
ピ
サ
イ
ト

　
「
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
」
の

　
「
消
費
者
庁
の
キ
ッ
チ
ン
」

　

宴
会
等
で
は
「
３
０
１
０
運
動
」
の
実
施
や
、

外
食
時
に
は
「
佐
賀
市
も
っ
た
い
な
い
！
食
品

ロ
ス
ゼ
ロ
推
進
店
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
食
べ

残
し
を
減
ら
す
。

・
３
０
１
０
運
動…

宴
会
時
に
、
初
め
の
30
分

と
、
終
わ
り
の
10
分
は
離
席
せ
ず
に
食
事
を

楽
し
み
、
食
べ
残
し
を
少
な
く
す
る
運
動

食
品
ロ
ス
の
発
生
要
因

誰
も
が
で
き
る
！
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み

　
「
食
品
ロ
ス
」
は
、
日
本
で
年
間
約
６
３
２

万
ト
ン
に
も
上
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
世
界
中
で

飢
餓
に
苦
し
む
人
々
に
向
け
た
世
界
の
食
糧
援

助
量
の
約
２
倍
に
相
当
し
ま
す
。
ま
た
、
日
本

人
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
毎
日
お
茶
碗

１
杯
分
（
約
１
３
６ｇ
）
の
ご
飯
の
量
を
捨
て

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
本
の
食
料
自
給
率
は
現
在
39
％
（
平
成
27

年
度
）
で
、
大
半
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
一
方
で
、
食
べ
ら
れ
る
食
料
を
大
量
に
捨

て
て
い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
の
で
す
。

食
品
ロ
ス
の
現
状

食
品
・
食
材
の
流
通
ル
ー
ト

で
の
削
減
の
取
り
組
み

　

食
品
ロ
ス
の
発
生
に
は
、
直
接
的
・
間
接
的

に
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
で
削
減
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
て
は
ま
る
も
の
に
チ
ェッ
ク
し
よ
う
。

　

チ
ェッ
ク
が
多
い
ほ
ど
食
品
ロ
ス
削
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。

□ 

冷
蔵
庫
の
中
を
確
認
し
て

　

 

買
い
物
に
行
く

□ 

割
引
や
特
売
な
ど
で
も

　

 

必
要
な
い
も
の
は
買
わ
な
い

□ 

料
理
の
際
は
野
菜
の
皮
や
芯
等
も

　

 

料
理
に
使
う

□ 

リ
メ
イ
ク
料
理
を
よ
く
作
る

□ 

賞
味
期
限
、
消
費
期
限
を

　

 

正
し
く
理
解
し
て
い
る

□ 

外
食
の
と
き
は
、
食
べ
き
れ
る
分
量
を

　

 

注
文
し
て
い
る

□ 

佐
賀
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

　

 

食
品
ロ
ス
対
策
を
知
っ
て
い
る

□ 

非
常
食
は
定
期
的
に
期
限
を

　

 

チ
ェッ
ク
し
て
い
る

も
っ
た
い
な
い
チ
ェ
ッ
ク
！

　

キ
ャ
ッ
プ
や
中
身
が
入
っ
た
物
の
異
物
除
去

は
、
す
べ
て
手
作
業
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
混
入
物
も
多

く
て
困
っ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
識
別

マ
ー
ク
を
よ
く
確
認
し
、
分
別
の
ル
ー
ル
を

守
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
工
場
か
ら
の
お
願
い※詳しくは、「平成２９年度　佐賀市

　ごみカレンダー・分別表」をご覧
　ください。

ペットボトルの出し方
　

ラ
ベ
ル
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
が
機
械
で

ラ
ベ
ル
を
カ
ッ
ト
し
た
後
、
風
力
で
吹
き
飛

ば
し
て
選
別
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
自
体
の
軽
量
化
に
よ
り
、
風
力
に

よ
る
分
離
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
飲
料
容
器
は
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
や

す
い
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
高
品
質

な
再
商
品
化
製
品
の
安
定
供
給
の
た
め
に

も
、
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

ラ
ベ
ル
を
は
が
す
こ
と
に
な
っ
た
背
景

▲一般的な４人家族の
　食べ残し量の例

一般家庭

調理時の
過剰除去

食べ残し
期限切れ

腐敗

規格外品

返　品

売れ残り
食べ残し

食品関連事業者

▲環境啓発キャラクター
サガシロウ

▲エコレシピを活用した料理▲３０１０運動ポスター

（農林水産省ホームページより）

①
キ
ャ
ッ
プ
を

　

必
ず
は
ず
す

②
ラ
ベ
ル
を

　

は
が
す

④
軽
く
横
に

　
つ
ぶ
す

▲ペットボトル識別
表示マーク

③
中
身
を
空
に
し

　

て
軽
く
す
す
ぐ

製
造
業

・
賞
味
期
限
延
長

・
年
月
表
示
化
等

小
売
業

・
小
容
量
販
売
等

家
庭

・
期
限
表
示
の
理
解

・
使
い
切
り

・
食
べ
切
り
等

外
食
産
業

・
調
理
ロ
ス
削
減

・
食
べ
切
り
運
動
等

食
品
ロ
ス
と
は

平
成
29
年
４
月
か
ら
、

家
庭
か
ら
出
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

ラ
ベ
ル
は
が
し
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

賞味期限と消費期限のイメージ

劣化が比較的遅いもの

まだ
食べられる早く悪くなるもの

保存
日数

↑
賞味期限

↑↑
製造日

品質

安
全
に
食
べ

ら
れ
る
限
界

→

消費期限

必

しくは、「平成２９年度
みカレンダ

新たなお願い

１ 

食
材
の
期
限
表
示
の
理
解

２ 

食
材
の
使
い
切
り

３ 

食
材
の
食
べ
切
り

賞
味
期
限…

袋
や
容
器
を
開
け
な
い
ま
ま

で
、
書
か
れ
た
保
存
方
法
を
守
っ
て
保
存
し

た
場
合
、
品
質
が
変
わ
ら
ず
に
お
い
し
く
食

べ
る
こ
と
が
で
き
る
期
限
（
す
ぐ
に
食
べ
ら

れ
な
く
な
る
期
間
で
は
な
い
）

消
費
期
限…

期
限
を
過
ぎ
た
ら
食
べ
な
い
ほ

う
が
い
い
期
限

循
環
型
社
会
推
進
課　

３
Ｒ
推
進
係

（
佐
賀
市
清
掃
工
場
内
）

☎
30
・
２
４
３
０　
　

30
・
２
４
９
４

　

junkan@
city.saga.lg.jp

FAX

問
い
合
わ
せ

る

　

世
界
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
食
品
ロ
ス

を
削
減
す
る
に
は
、一
人
一
人
が
で
き
る
こ

と
か
ら
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
じ
ゃ
。   

〝
も
っ
た
い
な
い
〞意
識
を
も
っ
て
食
品
ロ
ス

削
減
に
取
り
組
も
う
!!

▲中身の入ったものや異物

つぶす方向

れ残り

環境啓発キャラクター
トンボ仙人

さ
ん
ま
る
い
ち
ま
る
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感動をありがとう！感動をありがとう！感動をありがとう！

2016佐賀熱気球世界選手権2016佐賀熱気球世界選手権
一目でわかる佐賀サイン一目でわかる佐賀サイン一目でわかる佐賀サイン

くまもと ゆ　み　こ

熊本　由美子

　マンション10階の自宅のベランダから西の空を眺めると、
ポカリポカリと浮かぶバルーン。大変幻想的な風景です。
　まぶたを閉じると浮かぶ景色があります。昭和４年８月19
日、私が４歳の頃。ドイツの飛行船ツェッペリン号が東京に
やってきました。高度600メートルをゆっくりと霞ヶ浦に飛ん
でいく様子は、91歳になった今でもはっきり覚えています。
　その記憶は、不思議と熱気球につながります。
　海を横断し、大陸を目指す熱気球のレースが実現すると嬉
しいです。

熱気球につながる記憶熱気球につながる記憶熱気球につながる記憶

かたぎり たけ お

片桐　武男

　大会期間中、幾度か袖を通して
いると、そのくすっと笑えるセン
スが海外からのバルーニストの目
をひいた佐賀Ｔシャツ。
　今後はバリエーションも豊富に
続々登場の予定です。
　商品は佐賀バルーンミュージア
ムで取り扱っています。興味のあ
る人はのぞいてみてくださいね。

　「どん３の森」ですてきなバルーンを見つけ
ました。２種類の植物で立体的にデザインされ
た、2．5ｍほどのオブジェです。アバンセと市立
図書館の間に設置され、周辺のベンチでゆっく
り過ごす人の姿も見かけます。
　美しく光る仕掛けも施され、夜はスーパー
ムーンのように明るく輝きます。
　この作品は、市緑化推進課主催のイベントで、
市民も参加して作られました。シャトルバスの
発着場にもなっていた「どん３の森」に設置す
ることで、訪れた人へのおもてなしの気持ちが
形となりました。
　大会を終えた現在も、人々の憩いの場のシン
ボルとして設置されています。ゆっくりベンチ
に座って眺めてみてください。　

バルーン大会を支えるバルーン大会を支える
川副　薫さん川副　薫さん

佐賀ん街なかの佐賀ん街なかの
空旅を堪能空旅を堪能

空を見上げることを思い出した空を見上げることを思い出した
バルーン大会バルーン大会

バルーン大会を支える
川副　薫さん

佐賀ん街なかの
空旅を堪能

　幼かった子ども２人を連れ、ぎゅうぎゅうづめの列車
にこりごり…。それ以来、20年以上バルーン会場へ行く
ことがありませんでした。
　久しぶりに、孫を連れて、夫とバルーン会場に出かけま
した。
　孫は手を引かれ、よちよち歩きしながら「バルーン、
バルーン」と大喜び。その姿を見るだけで、「久しぶりに
来てよかった。」と思いました。
　ちょうど、スカイダイビングが見れる時間。ダイバー
を見ようと大空を見上げ、「見えた、見えた、すごい！」
と歓声を上げ、気づきました。「空をみること」など少な
くなっていた自分に。
　いつもと違った視点で周りを見る
ことも大切だと感じたバルーン大会
になりました。

空を見上げることを思い出した空を見上げることを思い出した
バルーン大会バルーン大会
空を見上げることを思い出した
バルーン大会

　大会期間中は、街なかのサテライト会場もにぎわい
ます。中でも、子どもたちと毎年楽しみにしているのが、
佐賀玉屋の屋上遊園地。遊具全てが１回10円で遊べる
ためたくさんの親子連れが訪れます。
　青空が広がる日に、子どもたちと遊びに行きました。
　私は、午後の競技時間が近づくとそわそわした気持
ちになり、嘉瀬川河川敷方面にバルーンの姿が見えな
いかと目を凝らして見たりしました。
　残念ながら、その日は強風のため
競技は中止。屋上からバルーンが空
いっぱいに広がる風景を見ることは
できませんでしたが、市内を見下ろ
せる場所にいることで、子どもたち
と一緒にバルーンに乗っている気分
が味わえたような気がしました。

いけ だ みち こ

池田　路子

　「稲刈りが始まると、早く乗りたくて体がうずうずして
くるんです。」と話す川副薫さん。佐賀バルーンフェスタ
組織委員会の副会長を務める佐賀熱気球界の重鎮です。
　初飛行は33歳の時。当時、佐賀初のバルーンチームが
結成され、友人から「高いところが好きなら熱気球はど
うだ」とすすめられたのがきっかけでした。
　1984年の第１回大会から運営ボランティアの主要メン
バーとして大会を支え、2016佐賀熱気球世界選手権では
PRメディアマネジャーを務めました。
　また「ホストファミリー」として、今年もオハイオ州
のアルニルス選手とその家族、クルーメンバーを受け入
れました。
　期間中は大変な苦
労だったと思います
が、「バルーンが好き
だから大変とは思わ
ない。」とにこやかに
話してくれました。

　早 朝 か ら 聞 こ え る
「ゴーッ」というバーナー
音。子どもたちと一緒に
飛び起きて、バルーンに
大きく手を振るこの季節
が巡ってきました。
　しかも今年は19年ぶりの佐賀熱気球世界選手権。少し
でもバルーンを体感したいと、街なかで行われた「バルー
ン係留搭乗体験」に参加しました。
　初日は強風のため中止。その後もタイミングが合わず、
改めて天候に大きく左右される競技だと実感しました。
最終日近くに念願の係留搭乗体験ができ、しばし佐賀ん
街なかの空旅を堪能しました。
　娘はキッズデーに参加し「外国の選手からカードやぬ
り絵をもらったんだよ～！」と楽しそうに話し、“世界”
を肌で感じてくれたようです。
　来年は、県外の友人を招いて、佐賀が誇る “バルーン”
を堪能したいと思います。

西郡　幸子
にしごおり ゆき こ

市報さがの街角リポーターの皆さんが、昨年開催された

2016佐賀熱気球世界選手権を取材しました。

坂本　喜美
さかもと よし み

　おすすめ！おすすめ！
街なかからのバルーン観覧街なかからのバルーン観覧
おすすめ！
街なかからのバルーン観覧

光り輝くバルーン光り輝くバルーン光り輝くバルーン

の み　わ　こ

中野　美和子
なか

だ すえとし

山田　末敏
やま

体がうずうずしてしずし

かわかわ そえそえかわ かおるかおるかおるそえ
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市
報
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

街
角
リ
ポ
ー
タ
ー
募
集

よ
り
身
近
で
親
し
み
や
す
い
市
報
づ
く

り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
︒

■
対
象

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
︑
平

日
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

■
活
動
内
容

・
市
報
に
掲
載
す
る
ま
ち
の
話
題
に
関
す

る
記
事
の
提
出

・
会
議
︵
年
３
回
程
度
︑
平
日
開
催
︶
へ
の

出
席
(託
児
あ
り
)

■
定
員

６
人
程
度

■
任
期

４
月
下
旬
～
平
成
30
年
３
月
末

■
謝
礼

年
額
１
５
︐
０
０
０
円

※
交
通
費
な
ど
の
支
給
な
し
︒

■
申
込
方
法

郵
送
︑
持
参

※
住
所
︑
氏
名
︑
生
年
月
日
︑
電
話
番
号
︑

簡
単
な
自
己
紹
介
を
記
入
し
た
用
紙︵
様

式
自
由
︶
と
﹁
私
が
い
ち
ば
ん
好
き
な
も

の
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
文
︵
２
０
０
～

４
０
０
字
︶
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
︒

※
作
文
は
採
用
の
参
考
と
し
ま
す
︒

■
申
込
期
限

３
月
17
日
㈮
消
印
有
効

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
８
４
０

−

８
５
０
１

佐
賀
市
栄
町
１
番
１
号

佐
賀
市
役
所

秘
書
課

広
報
係

☎
40
・
７
０
２
１

℻
24
・
３
４
６
３

h
ish
o
@
c
ity
.sa
g
a
.lg
.jp
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春
を
楽
し
む

佐
賀
城
下
ひ
な
ま
つ
り
と

筑
後
川
ク
ル
ー
ズ

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(一
社
)佐
賀
市
観
光
協
会

☎
37
・
７
４
８
９

℻
28
・
５
６
５
６

位

ry
o
k
o
u
@
sa
g
a
b
a
i.c
o
m

　先輩からの勧めで平成２７年に入団
しました。所属する第３部は２５人で、
「やる気」と「使命感」に溢れています。
　団員の集合方法などを工夫し、確
認を徹底することで、本職の消防士
より早く現場につくことを目標にして
います。
　私が入団して２回目の出動は大き

な火災現場でした。先輩たちが迷いなく動き、指示
する姿に「私もこうなりたい」と思うようになりました。
消防団員としてスキルを高めるため、今年の中部方
面隊放水競技大会の練習を頑張りたいと思います。
　消防団の活動は、「割に合わない」と敬遠する人も
いるかもしれませんが、私は地域の安全安心のため
に尽力する消防団員であることに胸を張りたいです。

HERO&HEROINE!
消 防 団

HERO&HEROINE!
消 防 団

地域の

地域の安全安心のために

本庁　消防防災課
☎40・７０１５　FAX24・３１８７
　 shouboubousai@city.saga.lg.jp

問い合わせ

中部方面隊　第４支団　巨勢分団　第３部
末次　佑一郎
すえつぎ ゆういちろう

平
成
29
年
度
の
被
保
険
者
証
を
簡
易
書

留
で
３
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
︒

○
有
効
期
限
は
年
齢
に
よ
り
異
な
り
ま
す

有
効
期
限
が
平
成
30
年
３
月
31
日
以
外

の
人
は
︑
有
効
期
限
ま
で
に
新
し
い
被
保

険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
︒

※
期
限
切
れ
の
被
保
険
者
証
は
適
切
に
処

分
す
る
か
︑
窓
口
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
︒

○
健
康
保
険
の
切
り
替
え

①
退
職
し
︑
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
場
合

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
退
職
日
が
確
認
で
き
る
も
の
(資
格
喪

失
証
明
書
︑
離
職
票
な
ど
)

・
世
帯
主
の
印
か
ん

・
世
帯
主
と
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確

認
で
き
る
も
の

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
︵
運
転
免
許

証
な
ど
︶

※
退
職
後
に
引
き
続
き
２
年
間
︑
保
険
に

加
入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒
詳
し

く
は
加
入
の
健
康
保
険
者
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
︒

②
国
民
健
康
保
険
か
ら
社
会
保
険
等
に
加

入
の
場
合

届
出
し
な
い
と
︑
国
民
健
康
保
険
税
が

課
税
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
ま
す
︒

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
職
場
か
ら
交
付
さ
れ
た
健
康
保
険
者
証

と
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
世
帯
主
の
印
か
ん

・
世
帯
主
と
本
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確

認
で
き
る
も
の

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
︵
運
転
免
許

証
な
ど
︶

※
別
世
帯
の
人
が
手
続
き
す
る
場
合
は
︑

委
任
状
と
来
庁
す
る
人
の
公
的
機
関
発

行
の
身
分
証
明
書
︵
運
転
免
許
証
等
︶

も
必
要
で
す
︒

○
修
学
で
市
外
に
転
出
す
る
学
生
は
引
き

続
き
佐
賀
市
の
被
保
険
者
証
を
利
用
で

き
ま
す
︵
申
請
が
必
要
で
す
︶

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

学
生
証
の
写
し
︑
在
学
証
明
書
︑
入
学

金
ま
た
は
授
業
料
の
領
収
書
の
い
ず
れ

か
１
つ
を
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
︒

問
い
合
わ
せ

本
庁

保
険
年
金
課

国
保
税
一
係

☎
40
・
７
２
７
２

℻
40
・
７
３
９
０

位

h
o
k
e
n
@
c
ity
.sa
g
a
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.jp

大
川
市
で
の
工
芸
品
見
学
や
遊
覧
船
ク
ル

ー
ズ
︑
午
後
か
ら
は
佐
賀
城
下
ひ
な
ま
つ
り

を
ガ
イ
ド
が
ご
案
内
し
ま
す
︒
昼
食
に
は
有

明
海
の
幸
を
ご
用
意
︒

■
日
時

３
月
20
日
(月
･祝
)

９
時
～
17
時
30
分

■
集
合
場
所

佐
賀
駅
バ
ス
セ
ン
タ
ー

も
し
く
は
大
川
市
役
所

■
料
金

５
︐
５
０
０
円

■
定
員

先
着
25
人

■
申
込
期
限

３
月
15
日
㈬

仙
沼
市
役
所
に
赴
任
し
て
11
カ
月
が

経
ち
、
気
仙
沼
通
信
も
今
回
が
最
終

回
で
す
。
初
め
て
の
転
勤
が
、
縁
も
ゆ
か
り

も
無
い
、
気
候
も
食
文
化
も
全
く
違
う
気
仙

沼
市
。
い
ろ
ん
な
こ
と
に
戸
惑
い
、
多
く
の

人
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
過
ご
し
た
あ
っ
と
い
う

間
の
１
年
で
し
た
。

　

地
元
が
好
き
で
、
地
元
の
た
め
に
な
る
仕

事
が
し
た
く
て
公
務
員
に
な
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
佐
賀
市
で
は
な
く
、
気
仙
沼
市
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
我
な
が
ら
面
白

い
人
生
で
す
。

　

行
政
の
仕
事
は
、
そ
の
土
地
を
好
き
で
な

け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。「
住
ん
で
い
る
地
域
を
好
き
に
な
る
」
こ

と
は
大
事
な
こ
と
で
す
。
私
は
こ
ち
ら
に
来

て
す
ぐ
に
、
気
仙
沼
市
が
大
好
き
に
な
り
ま

し
た
。「
悪
い
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
良
い
と
こ

ろ
を
見
つ
け
る
」
こ
と
が
、
そ
の
土
地
を
好

き
に
な
る
コ
ツ
で
す
。
人
間
関
係
も
同
じ
で

す
よ
ね
。
佐
賀
市
に
い
た
時
も
そ
う
で
し
た

が
、
地
元
に
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
い
き
、
い
ろ
ん

な
人
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

転
勤
し
、
今
ま
で
の
自
分
の
考
え
は
、
狭

い
範
囲
で
作
ら
れ
た
偏
っ
た
考
え
だ
っ
た
と
気

づ
く
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
出

て
い
き
、
い
ろ
ん
な
経
験
を
さ
れ
て
み
て
は
い

宮
城
県　

気
仙
沼
市
役
所　

観
光
課
（
井
口
）

☎
０
２
２
６
・
22
・
３
４
３
８　
　

０
２
２
６
・
24
・
５
５
１
９

　

kanko@
kesennum

a.m
iyagi.jp 学

時
代
に
過
ご
し
た
熊
本
市
に
続

き
、
気
仙
沼
市
は
第
３
の
ふ
る
さ
と

に
な
り
ま
し
た
。
特
別
な
場
所
が
増
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
す
ね
。

派
遣
職
員
の

つ
ぶ
や
き

が
ん
ば
っ
ぺ
気
仙
沼
通
信
⑩

気

大
FAX

い
ぐ
ち

か
が
で
し
ょ
う
か
？
今
ま
で
と
違
っ
た
自
分
に

出
会
え
、
成
長
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
の
仕
事
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
窓
口
業
務
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
仕

事
が
あ
り
ま
す
。
佐
賀
市
に
戻
っ
て
も
気
仙

沼
市
で
の
経
験
を
活
か
し
、
次
の
職
場
で
も

頑
張
り
ま
す
！

問
い
合
わ
せ

３
月
８
日
は
女
性
の
地
位
を
向
上
さ
せ

る
た
め
︑
開
発
支
援
︑
紛
争
の
防
止
︑
女

性
へ
の
暴
力
撲
滅
を
目
指
す
﹁
国
際
女
性

の
日
﹂
で
す
︒
ア
メ
リ
カ
で
は
こ
の
日
を

含
む
３
月
は
﹁
女
性
史
月
間
﹂
と
い
う
こ

と
を
ご
存
知
で
す
か
？

｢女
性
史
月
間
｣が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け

は
︑
１
９
７
８
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

ソ
ノ
マ
郡
で
︑
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

女
性
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め
︑
教
育
団

体
に
よ
る
運
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
し
た
︒

こ
の
団
体
は
﹁
国
際
女
性
の
日
﹂
に
ち

な
み
︑
こ
の
日
を
含
む
週
を
﹁
女
性
史
週

間
﹂
と
し
て
導
入
し
ま
し
た
︒
こ
の
運
動

サ
ク
ラ
の
ア
メ
リ
カ
よ
か
と
こ

サ
ク
ラ
の
ア
メ
リ
カ
よ
か
と
こ

サ
ク
ラ
の
ア
メ
リ
カ
よ
か
と
こ

サクラ・スーカ
（佐賀市国際交流員）

　

ハ
リ
エ
ッ
ト
・
タ
ブ
マ
ン
が
残

し
た
名
言
、「
覚
え
て
お
き
な
さ
い
、

あ
な
た
の
中
に
は
夢
に
向
か
っ
て

世
界
を
変
え
る
だ
け
の
強
靭
さ
と

忍
耐
、
そ
し
て
情
熱
が
秘
め
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。」こ
の
言
葉
の
よ

う
に
、
母
は
い
つ
も
夢
に
向
か
う

勇
気
を
く
れ
ま
す
。

き
ょ
う
じ
ん

は
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
︑
全
米
各

地
に
広
ま
り
ま
し
た
︒

ま
た
︑﹁
女
性
史
週
間
﹂
を
正
式
に
指
定

す
る
よ
う
米
国
連
邦
議
会
に
働
き
か
け
︑

１
９
８
０
年
に
ジ
ミ
ー
・
フ
ォ
ー
ド
に
よ

る
大
統
領
宣
言
で
︑﹁
女
性
史
週
間
﹂
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
︒
そ
し
て
︑
１
９
８
７
年

に
全
米
女
性
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
働
き
か

け
に
よ
り
︑
連
邦
議
会
上
院
・
下
院
が
﹁
女

性
史
週
間
﹂
を
﹁
女
性
史
月
間
﹂
と
承
認

し
︑
以
来
毎
年
大
統
領
宣
言
に
よ
り
３
月

は
﹁
女
性
史
月
間
﹂
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
︒｢女

性
史
月
間
﹂
は
︑
各
業
界
の
開
拓
者
︑

ア
メ
リ
カ
公
民
権
運
動
︑
女
権
運
動
︑
女

性
参
政
権
の
た
め
に
戦
っ
た
ス
ー
ザ
ン
・

Ｂ
・
ア
ン
ソ
ニ
ー
︑
ソ
ジ
ャ
ー
ナ
・
ト
ゥ

ル
ー
ス
︑
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
タ
ブ
マ
ン
や
ル

ー
シ
ー
・
ス
ト
ー
ン
と
い
っ
た
指
導
者
を

称
え
る
月
で
も
あ
り
ま
す
︒
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
変
え
て
い
く
女
性
︑
母
親
︑
祖
母

や
教
育
者
等
︑
私
た
ち
の
人
生
を
導
い
て

く
れ
た
女
性
た
ち
を
称
え
︑
感
謝
す
る
月

な
の
で
す
︒

現
在
︑
女
性
だ
け
で
な
く
全
国
民
に
と

っ
て
平
等
な
社
会
が
実
現
し
て
い
ま
す
︒

し
か
し
︑
今
で
も
男
女
間
の
賃
金
格
差
は

大
き
く
︑
主
導
的
地
位
に
占
め
る
女
性
の

割
合
は
男
性
よ
り
比
較
的
少
な
い
の
が
現

実
で
す
︒

全
米
女
性
史
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
団
体
や
︑

女
権
を
勝
ち
取
る
た
め
に
戦
っ
た
女
性
た

ち
の
よ
う
に
︑
こ
れ
か
ら
は
私
た
ち
が
社

会
に
変
化
を
も
た
ら
す
べ
き
な
の
で
し
ょ

う
︒

４
月
１
日
以
降
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
送
付
し
ま
す

～
保
険
の
切
り
替
え
も
忘
れ
ず
に
～


